
 
 



 

下妻市水道ビジョン策定の趣旨 
 

現在、国内の水道は高普及率

を達成し、社会基盤を支える

ライフラインとして欠かせない

ものとなっています。しかしな

がら、人口や給水量の減少に伴

う料金収入の減収、団塊世代の

退職による技術継承問題、老朽

化施設の増加、地震等の災害リ

スク、環境への配慮といった

様々な課題も抱えています。 

このような水道事業を取り巻く環境は本市においても例外ではありま

せん。市民へ安全でおいしい水の安定供給を持続させるため、中長期的

な将来を見据えた事業計画を立案し、水道事業の健全な運営を目指して

「下妻市水道ビジョン」を策定することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
 

現在、本市水道事業は施設や設備の老朽化や耐震化、収益性が低いなどの問題を抱えています。特に、砂沼浄水場の一部

施設は運転開始から 30 年以上経過し、更新の時期を迎えます。また、配水池の耐震化率は 9.6%となっており、県内平均や

全国平均と比較し低い状況となっています。今後施設や設備の更新や耐震化を推進しなければなりませんが、料金回収

率が低い等、財政に課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想像と実現方策 
 

上記の課題解決を目指し、安全・強靭・持続の観点から基本理念・理想像・目標を設定しました。そして、これらを達成するた

め実現方策を実行していきます。 

【老朽化状況（砂沼浄水場）】 【配水池の耐震化率】 

※配水池の耐震化率 =（ 耐震対策の施された配水池有効水量/配水池有効水量）× 100 ※料金回収率 = (供給単価 ÷ 給水原価) × 100 

※配水池の耐震化率及び料金回収率は水道統計（日本水道協会発行）を基に算出 

【料金回収率】 

【下妻市水道事業給水区域図】 



 

事業化計画 
 

今後 10 年間は浄水場更新や耐震化、各種計画策定を中心に事業を進めていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォローアップ 
 

下妻市水道ビジョンでは、今後10年

間の水道事業運営の方向性について示

しましたが、事業の進捗状況等に応じ

フォローアップし、環境の変化に対応

するよう4～5年おきに見直しを図る予

定です。 

 
 
 


